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36 人を対象として実施した匿名式の授業アンケ トーである。このアンケ トーは，受講者の許可を得
て，最終授業のあとに配布し，その場で教員が回収を行った。倫理上の配慮から，答えたくない
項目には回答しなくてもよいことを伝えている。回収数は 28 であり，回収率は 77.8%である。回収
率が 100%ではないのは，授業の欠席者や回答を拒否した履修者がいたためである。





























































わかりやすい授業だった（%） 60.7 25.0 10.7 3.6 0.0 (28)
授業が楽しかった（%） 71.4 25.0 0.0 3.6 0.0 (28)
学問的興味をかきたてられた（%） 28.6 67.9 0.0 3.6 0.0 (28)











自分にとっての新しい考え方が身についた（%） 32.1 57.1 10.7 0.0 (28)
授業で扱った分野に関する
基本的な専門知識が身についた（%）
28.6 67.9 3.6 0.0 (28)
自分で調べ，考える姿勢が身についた（%） 10.7 57.1 32.1 0.0 (28)
授業で扱った内容が持つ，現代に通じる
普遍的な意味を考える姿勢が身についた（%）





































希望する（%） 42.9 42.9 0.0 14.3 0.0 100.0 7
希望しない（%） 66.7 19.0 14.3 0.0 0.0 100.0 21















希望する（%） 57.1 28.6 0.0 14.3 0.0 100.0 7
希望しない（%） 76.2 23.8 0.0 0.0 0.0 100.0 21

















希望する（%） 14.3 71.4 0.0 14.3 0.0 100.0 7
希望しない（%） 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0 100.0 21















希望する（%） 57.1 28.6 0.0 14.3 0.0 100.0 7
希望しない（%） 61.9 23.8 14.3 0.0 0.0 100.0 21
合計（%） 60.7 25.0 10.7 3.6 0.0 100.0 28
2）スクー ルソー シャルワーカーの取得希望と「教育社会学」の授業評価の関連



















希望する（%） 60.0 20.0 13.3 6.7 0.0 100.0 15
希望しない（%） 58.3 33.3 8.3 0.0 0.0 100.0 12















希望する（%） 60.0 33.3 0.0 6.7 0.0 100.0 15
希望しない（%） 83.3 16.7 0.0 0.0 0.0 100.0 12
合計（%） 70.4 25.9 0.0 3.7 0.0 100.0 27
















希望する（%） 26.7 66.7 0.0 6.7 0.0 100.0 15
希望しない（%） 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0 100.0 12















希望する（%） 60.0 20.0 13.3 6.7 0.0 100.0 15
希望しない（%） 66.7 25.0 8.3 0.0 0.0 100.0 12
合計（%） 63.0 22.2 11.1 3.7 0.0 100.0 27
3．中 3時の成績と「教育社会学」の授業評価の関連



































上（%） 50.0 16.7 16.7 16.7 0.0 100.0 6
中（%） 54.5 27.3 18.2 0.0 0.0 100.0 11
下（%） 72.7 27.3 0.0 0.0 0.0 100.0 11














上（%） 66.7 16.7 0.0 16.7 0.0 100.0 6
中（%） 54.5 45.5 0.0 0.0 0.0 100.0 11
下（%） 90.9 9.1 0.0 0.0 0.0 100.0 11














上（%） 16.7 66.7 0.0 16.7 0.0 100.0 6
中（%） 36.4 63.6 0.0 0.0 0.0 100.0 11
下（%） 27.3 72.7 0.0 0.0 0.0 100.0 11














上（%） 33.3 50.0 0.0 16.7 0.0 100.0 6
中（%） 45.5 27.3 27.3 0.0 0.0 100.0 11
下（%） 90.9 9.1 0.0 0.0 0.0 100.0 11




設定している。この項目の回答率は，「良い点」が 71.4%（20 人），「悪い点」が 10.7%（3 人）であ
る。
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 3） 中学校 3 年生時の成績は，当時の学年における校内の成績を「上」「中の上」「中」「中の下」「下」の 5 段階で主
観的に回答してもらい，ほぼ正規分布となる回答が得られている。本稿の分析においては，解釈を容易に
するため，「上」と「中の上」を「上」，「中」を「中」，「中の下」と「下」を「下」とする 3 段階の変数に集約し，分析
を行っている。
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